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連携協定締結について

木質バイオマス材利活用

及び森林整備等に関する

連携協定を締結

出光興産株式会社

東ソー株式会社

株式会社トクヤマ

丸紅株式会社

周南市

連携協定を契機に実証

事業の取組をスタート

令和３年１２月１５日（水）

木質バイオマス材利活用及び森林整備等に関する連携協定締結式
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連携事項について

連携事項

①木質バイオマス材の利活用及び地産地消

②森林の整備及び有効活用

③その他、木質バイオマス材の利活用及び

森林整備等の推進を図るために必要と認

める事項

４



植林実証共同事業契約について

令和４年９月１日（木）

植林実証共同事業契約締結

周南市戸田地区向嶽の市有林を実証地とする。
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契約期間 １０年間（以降は更新）

項目 内容

目的

周南市の市有林を活用し、土壌に適した樹種を選定して植林事業を行い、収益の改善に取り組むと共

に地域での需要創出及び開発を促進し、林野へ安定的に収益を還元する「持続可能な地産地消の森林

経営モデル」を構築する。

契約内容と役割
企　業:樹種、施業方法の計画を策定。造林費用等を負担

周南市:造林地及び造林木の保護管理



樹種選定について

森林総合研究所 宇津木委員、山口県から御助言いただいた上で樹種を協議・検討

R4.4.24 宇津木委員に相談

R4.5.13 山口県による現地確認・打合せ

R4.5.18 連携協定締結５者で現地確認・打合せ

令和４年５月１３日の様子

令和４年５月１８日の様子

R4.4 周南市が樹種を検討

※以降、随時樹種選定について５者が協議 ６



樹種選定について
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樹種 属性と特長

エリートツリー（スギ）

スギ科スギ属の常緑高木。

各地の山で選抜された精英樹（第１世代）の中で、特に優れたものを交配した苗木

から選ばれた第２世代以降の総称。

コウヨウザン

スギ科コウヨウザン属の常緑高木。

江戸時代末期に渡来し、暖地によく植えられている。

大きいものは高さ３５m、直径１mになる。

ユーカリ
フトモモ科ユーカリノキ属の常緑高木。

原産地では４５～５５m、日本でも２０～３０mになる。

ヤシャブシ
カバノキ科ハンノキ属の落葉高木。

日当たりを好み、法面や崩壊地、はげ山などやせ土でもよく生育する。

ハンノキ
カバノキ科ハンノキ属の落葉高木。

水辺を好み、低地の湿ったところによく生え、高さ約２０mになる。

ユリノキ

モクレン科ユリノキ属の落葉高木。

日本には明治初期に渡来した。

原産地では高さ６０mになるものがある。

参考文献：林 弥栄[１９９９]『山渓カラー名鑑 日本の樹木株式会社』、山と渓谷社
出典 ：国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 材木育種センター HPより

https://www.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/business/sinhijnnsyu/seicyou.html



向嶽植林配置について

２.３haに６樹種を植林（計3,500本）

エリートツリー（スギ）（０.５７ha）

ハンノキ （０.３３ha）

ユリノキ （０.５３ha）

ヤシャブシ （０.３１ha）

コウヨウザン （０.４５ha）

ユーカリ （０.１１ha）

８



向嶽植林等作業行程について

造林の流れについて

R4.10月中旬～11月下旬 地拵え

R4.11月下旬～12月中旬 植林

R4.10月初旬～10月中旬 作業道の敷設

５者で随時事業の進捗確認
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植林セレモニーについて

植林作業の完了を踏まえ

木質バイオマス材生産共同実証

事業向嶽植林セレモニーを実施

出光興産株式会社

東ソー株式会社

株式会社トクヤマ

丸紅株式会社

山口県東部森林組合（施業実施）

周南市

令和４年１２月１５日（木）

木質バイオマス材生産共同実証事業 向嶽植林セレモニー
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今後の展開について

早生樹等を活用した再造林による持続

可能な森林経営モデルの構築を図る。

森林資源の利活用を促進し、木質バイ

オマス材の地産地消を目指す。

今後も企業と市が連携を図り、市有林を

活用した木質バイオマス材生産の取組

の検討を継続。
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